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◇「どうしよう・・・」「こまったな・・・」と思ったら・・・SOSを出しましょう。
年度末を迎え、間もなく進学・進級となる子どもたちです。新しいステージに向かうにあたって、

心の中に期待や喜びが溢れていることと思います。でも、もしかすると、プラス面だけではなく、不安、
困り感、悩みなどがあるかもしれません。また、常日頃の生活において、友達のこと、学習のことなど
で困っていることがあるかもしれません。子どもたちは「言葉には表せないSOSを発している」こと
も考えられます。
今、福島県教育委員会からも、「こまったなと思ったら、SOSを出してみよう」という指導ガイドライン

やリーフレットが各学校に届いています。学校では、子どもたちに「SOSの出し方について」指導を
しています。悩みを自分の心の中に閉じ込めて、いつまでも悩んでいることはありません。近くの大人
や友達・・・誰でもいいので、SOSを発信しましょう。心が、気持ちが楽になりますよ。

悩みを打ち明ける・・・言葉では簡単で
すが、実際は難しいものであると思います。
でも、子どもたちのまわりには、たくさん
の大人(先生、保護者、SC・・・)や友達
がいます。素直な気持ちを発信することが
できたら、そこから解決の道筋が見つかる
かもしれません。他にも、左側のように、
子どもたちの声を待っている方々もたくさん
います。子どもたちは、たくさんの方々に
見守られているのです。
逆の立場から考えると、我々、大人は、

子どもたちのSOSをいち早く感じ取ら
なければいけませんし、SOSを受けたら、
素早く手を差し伸べることが重要だと感じ
ています。子どもたちの、目の動き、言動、
しぐさ・・・しっかりと見守っていきます。

学校で指導している「SOSの出し方教育」
◆今の自分の心の上体をつかむこと ◆友達のSOSの受け止め方
◆SOS状態を周囲に伝える方法 ◆信頼できる相談先 他

校長のひとりごと

よく「こんなことぐらいで・・・」とか「ちょっとしたことで・・・」という言葉を聞きます。しかし、こ

れは間違いです。物事に対する捉え方、感じ方は一人一人違います。ちょっとしたことでも大きく受け止める

お子さんもいます。それは当然のことです。 ・・・SOS・・・出していいんだよ。


